
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 恵那市立岩邑中学校 

実 施 期 間 平成２６年①１１月１日（土） ②１１月１５日（土） ③１１月１８日（火） 

実 施 概 要 
①合唱のつどい（学年、学級合唱・ＰＴＡ合唱を披露） 

②ＰＴＡ資源回収と親子クッキング（簡単レシピの講習） 
③１年生福祉体験学習（白杖体験・車いす体験） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 ☑その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ３２０ 人 
計 ３４５ 人 

地域関係者 ２５ 人 

 
実 施 状 況 

①全校、各学年、学級、ＰＴＡで取り組んできた『合唱』を発表した。 
・案内を保護者や地域の方へ送り、生徒の学習の成果を公表できた。また、保護
者と教職員の合唱も披露し、心に伝わる合唱発表となった。ＰＴＡ合唱では、
９月から夜に合同で練習し披露した。 

②小中の保護者と地域全員で資源回収を実施した。地域の自治会の役員にもお願
いし、地域全員参加の資源回収を行った。 

③親子で料理することは、日常の親子のふれ合いを深める機会とした。 
④福祉学習応援隊・恵那市社会福祉協議会の方を講師としてお招きし「白杖体験」
「車いす体験」を行った。 

・障がいのある方が日常生活において苦労する点を理解する機会となった。 
・次回は、ディサービスセンターへ訪問し、実際にお年寄りの方とふれあう機会を
もつ。 

 
成果及び課題 

成果○ 課題● 
①○毎年、保護者及び地域の方には、大勢参加していただいている。生徒の姿や
合唱の取り組みに理解を深めていただくことができた。また、参加された方か
ら感動の言葉を多く頂いた。 

○外部の施設で、設備の整った場所で実施したことで、地域の方も参加しやすく
なったのではなかと考える。また、生徒への刺激にもなり、練習にも力が入り
高いレベルの合唱につながった。 

○ＰＴＡ合唱については、うまくはないが、気持ちのこもった歌声で生徒や参観
者の感動を得ることができた。保護者と先生が一緒に活動したことに意義があ
った。 

②●参加者を多くするために、資源回収と同日に行った。会場の関係で希望され
た方全員に参加していただけなかった。中３の親子を優先的に参加していた
だいた。 

②○地域の福祉に関わるいくつかの学習を通して、自分達が地域の中で福祉とど
う関わるかを学び、自分達が日常生活で、相手に対してどう考え行動していく
のかを考えることができた。 

★保護者・来賓の方の感想や意見 
①○生徒の一生懸命な姿が伝わり、聴く姿勢も素晴らしかった。 
○生徒の情操教育に一役かっている。岩邑中学校の文化の取り組みとして今後
も継続していってほしい。 

②●地域や自治会により回収への協力の差があるものの、全体的には協力的であ
る。生徒数減少のため、方法について考慮していく必要がある。 

 


